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すでに全家庭に行き渡った、成熟した家電

製品、家庭用テレビ。その新たな需要を喚起

するべく、家電各社はワイド化の次の戦略と

して、テレビにインターネット機能を付け始

めた。この10月に幕張メッセで開催されたエ

レクトロニクスショー'96での各社のブースを

見ても、この商品にかける意気込みが伝わっ

てくる。

しかし、そのスペックを見ると、まだまだ

不満の残るものばかり。すべての商品がこう

だとはいわないが、14.4Kbpsのモデムに、特

に文字の読みづらい画面クオリティー、バー

ジョンアップもままならないソフトウェア、面

倒な接続設定……。PCでのインターネット

をスペックダウンして搭載したようなものばか

りというのが現状だ。

ところが、すでにこれらの不満をすべて解消、

PCでインターネットを利用するのと遜色のない

ハードとサービスが、アメリカでデビューした。

わずか10分でインターネットに接続
徹底したイージーオペレーション

この9月末にSONYから349ドル、Philips

Magnavoxからは329.95ドルという低価格

で発売されたそのハードは、We b T V

Networks社が開発した「WebTV set-top

box（以下WebTV）」で、店頭での実売価格

は300ドル程度だという（WebTV Network

online serviceに支払う利用料金は19.95ド

ル／月で時間制限はなし）。価格からもわか

るかと思うが、WebTVはいわゆるインターネ

ット対応（一体型）テレビではなく、｢set-

top box｣の名のとおり、テレビに接続してイ

ンターネットを利用するユニットだ。

ショップでWebTVを購入し、自宅に帰っ

て箱を開ける。すると、10分後にはウェブサ

ーフィンはもちろん、E-mailさえ可能となる。

ユーザーはWebTVを箱から出し、電話線と

ビデオケーブルをつなぐだけという簡単さ。不

思議に思われるかもしれないが、WebTVで

は個別のプロバイダーへの入会手続きや、モ

デムやダイアルアップ、メールアドレスなどの

設定が一切不要だ。さらに、以降のすべての

操作もリモコンのボタン操作だけで可能なの

だ。WebTVの最大の魅力が、このイージー

さにある。

リモコンのボタンをオンにする。WebTVには

アメリカの主要なプロバイダーのアクセス番号、

約800件が登録されており、自動的にユーザ

ーの在住している地域に一番近いアクセスポ

イントをコールしてくれる。その回線が混ん

でいる場合には、これも自動的に次のポイン

トにかけ直してくれるので、「相手がビジーで

接続できない」ということはないという。

インターネットに接続されると、まずWebTV

のホームページにアクセスする。ここで驚かさ

れたのが、画面の美しさ、シャープさだ。テ

レビがPC用モニターに比べて大きく劣るのが

画質、特に文字表示なのだが、WebTVに限

っては、この常識は当てはまらない。テレビは

ハードウェアの構造上、にじみやフリッカー（チ

ラつき）がついてまわる。ところがWebTVで

は、独自の技術によるソフトウェアでそれら

を克服し、PC用モニターの画面のようにシ

ャープに見せることに成功している。

もっと素晴らしいのは、PC用のインターネ

ットのページを、テレビで見やすいように自

動的に整理、レイアウトしてくれる機能だ。

この機能により、PC用モニター上では横ス

クロールしなければ見られなかったテキストや

グラフィックも、すべて一画面で見られるよ

うになっている。もちろん、キャッシュ機能

もあり、ボタン1つでページやURLのセーブ、

再アクセスが可能となっている。

常に最新のインターネット環境に
進化していくWebTV

搭載されているブラウザーは、Netscape

Navigator 3.0、Internet Explorer 3.0互換

のもので、プラグイン関係ではReal Audio、

Shockwaveを、さらにMIDI、MPEG2の再

生機能まで装備している。

ここで気になるのが、ソフトのアップデート

への対応だ。現在のインターネット対応テレ

ビでは、まずこの変化についていくことはで

きない。進化の激しいPC、特にインターネ

ットの世界では、これは致命的な問題だ。

ではWebTVはどうかというと、状況はま

ったく逆になる。WebTVのホームページにア

クセスすると、自動的にホスト側がユーザー

側のバージョンをチェックし、古いものをア

ップデートしてくれるのだ。もちろん、このと

きにユーザーが何か操作するということはな

い。ただ普通にアクセスしていれば、いつで

も最新のインターネット環境が手に入ってい

るというわけだ。これは、現在のPCによる

インターネット環境よりも進んでいると言え

るだろう。

ファミリーユースを追求した
カスタマイズ・コンビニエンス機能

E-mailに話を移そう。WebTVには最初か

「テレビで
インターネット」の新星
WebTVがアメリカで
デビュー！！ 最近になって家電各社が相次いで発表、発売しつつあるインターネット対応テ

レビ。まだまだ出始めの商品だが、アメリカでは、すでにそれを超えようかとい

う「WebTV」が発売されてしまった。締切直前、幸運にも実物の製品に触れ

る機会を得た本誌編集部が、その最新インターネット端末であるWebTVの緊

急レポートをお届けしよう。
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インターネットユーザーが望んでいた

機能ではないだろうか。

さらにWebTVは、スマートカード

スロットを備えている。これにより将

来的には、有料コンテンツやオンラ

インショッピング、ホームバンキング

まで利用できる可能性を持っている

わけだ。事実、WebTV社は、すで

に大手のカードリーダーメーカーと交

渉中だという。

'97年初夏、WebTVは
日本に上陸する！？

こうして見てみると、WebTVは、決して

試験的なものではなく、むしろ将来を見通し

て完成されたハード、という印象を受ける。

現在はアメリカのみの発売、サービスとな

っているが、WebTV社社長のスティーブ・

ポールマン氏によると、「現在、日本でのパ

ートナー（プロバイダー、生産メーカー）を

探している最中だが、この年末までには日本

でのモニターテストを開始できるだろう」

ということだ。

気になる日本での発売、サービス開始時期

についても、「来年の第2四半期、ボーナス

商戦に投入したい」

と言う。

20万、30万円のインターネット対応テレ

ビが業界で注目されている日本に、すでにそ

の時代を飛び越えた非PCインターネット端末

の本命が、来年、日本に上陸する。

ら5ユーザー分のメールアドレスが付

属している。これはつまり、1家族分

と考えられる。書斎ではなく、リビ

ングルームで家族全員が利用するテ

レビというプラットフォームならでは

のうれしい配慮だ。

E-mailを書くときには、リモコン

操作のオンスクリーンキーボードを使

用することになる。さすがに長い文

章を入力するとなるとオンスクリー

ンキーボードではつらい。本体背面

にはPC／AT互換のキーボード用の

インターフェースが用意されている

が、現実には、オプションの赤外線

キーボード（約60ドル）を購入することにな

るだろう。

5ユーザー分のメールアドレスが付属してい

ると前述した。ということはつまり、アドレ

ス帳やメールボックスも5ユーザー分あり、

個々にカスタマイズできるということ

だ。これはメール関係だけでなく、ブ

ックマークやネットディレクトリー、

画面設定など全般に及ぶ。それぞれのユーザ

ーの設定はパスワードで保護されるわけだ。

ここで注目したいのは、Kid's Protection

機能だ。ポルノや暴力などに関連するサイト

へのアクセスを制限したり、見知らぬ人物か

らのメールをチェックしたりする機能で、親

がパスワードとともに設定することができる。

子供のプロテクションに厳しいアメリカでは、

必須のものなのだろう。

また、こんな機能もある。インターネット

にアクセス中に電話がかかってきて、接続が

切れる……。コールウェイティング機能（キ

ャッチホン）を使っていると、よく起こる

「事故」だ。1回線しか引いてない場合は、

避けられないことである。

しかし、WebTVではそれすら克服してしまっ

た。WebTVでアクセス中に電話がかかって

くると、まず画面にその旨が表示される。こ

こでユーザーが電話に出た場合、WebTV側

のアクセスはポーズされ、電話終了後、何も

なかったようにインターネットに戻れるのだ。

再ダイアルすることなく。これこそ、多くの

I n t e r n e t w i t h T V

a「このリモコンだけですべて操作できます」と、自身
でデモを行うポールマン社長。

a前面には、このようにスマートカードスロットが装備
されている。WebTV自体は、ノートパソコン程度の大
きさだ。

d右から、スティーブ・ポールマン社長、フィル・ゴー
ルドマン上級副社長、ブルース・リーク副社長。Apple
においてMacintoshのマルメディアやオペレーティングシ
ステムの開発などを手がけた後、General Magicで
Magic Capの開発などを経て、1995年4月、WebTV
Networksを設立。

aSONYのWebTV「INT-W100」は、コンパクトでシン
プルなデザインのボディーだ（赤外線キーボードはオプシ
ョン）。

a家庭用テレビに映し出したWebTVのホームページ。画面上の文字がシャー
プで、ハッキリと読みとれるのがおわかりになるだろうか。
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